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新型コロナウイルス感染症が発生した場合の取扱いについて 

 

本校では、保護者の皆様にご協力をいただきながら、生徒や同居の方の健

康観察やマスクの着用など、新型コロナウイルスの感染防止に最大限の努力

をしているところです。 

一方、札幌市においては、新型コロナウイルス感染症の感染が引き続き確

認されており、今後、学校で新型コロナウイルス感染症が発生する可能性も

否定できません。 

今後、万が一、学校で新型コロナウイルス感染症が発生した場合の対応に

ついて、あらためて札幌市教育委員会として整理いたしましたので、本校と

しても生徒の安全を最大限に守るために、下記のとおり対応していく予定で

す。 

なお、下記対応を速やかに進めるためには、PCR 受検についての情報が重

要となりますので、お子様や同居のご家族が受検する場合には、学校へご連

絡ください。保護者の皆様には、あらかじめご承知いただくとともに、感染

拡大防止に向けご協力くださいますようお願い申し上げます。 

記 

１ 新型コロナウイルス感染症発生後の対応の流れ 

 (1) 登校時間中の場合は、次の区分に従い、下校します。 

  ア 感染者の所属する学級等 

    可能な限り速やかに下校 

※家庭の事情などで速やかに下校できない場合は、マスク着用・手洗いの

徹底など感染防止対策を徹底した上で、在校することが可能です。 

  イ ア以外の学級等 

    通常日課を行った上で下校 

(2) 校舎の消毒と濃厚接触者の特定が終了するまで休校します（濃厚接触

者の特定にかかる時間により、休校期間は変わります）。 

 (3) 閉鎖する学級等を決定し、お子様の登校の可否について保護者メール



 
 

等でお知らせいたします。また、学級閉鎖等の期間は(2)の期間と合わせ

て 14 日間を基本とします。なお、閉鎖の範囲については感染者の行動歴

等により総合的に判断いたします。 

 

２ 閉鎖期間中の対応等 

 (1) 健康観察の実施 

  ア 対象者 

閉鎖した学級等に在籍する生徒及びその他の学級で出席停止となった

生徒は濃厚接触者となるため、毎日（土日祝日を含む）、健康観察（朝

晩２回の検温と体調チェック）を行っていただきます。 

  イ 学校への報告 ※毎日（土日祝日を含む） 

    健康観察の結果は、電子メール等で報告していただきますので、御

協力をお願いいたします。報告方法の詳細につきましては、対象とな

る御家庭に改めてお知らせいたします。 

 (2) 児童会館・ミニ児童会館について 

   原則として開館し続ける予定でおりますが、感染拡大の恐れがある場

合などは閉館する場合があります。 

また、閉鎖対象の学級等の児童は濃厚接触者となるため、健康観察期

間が終了するまでは児童会館及びミニ児童会館を利用することはできま

せん。 

子ども未来局ＨＰ参照 http://www.city.sapporo.jp/kodomo/ikusei/l02_1.html 

 

３ その他 

 (1) 可能な限り保護者メールへの登録をお願いいたします。 

 (2) 夜間・休日に感染者が確認された場合、保護者メールや教育委員会か

ら連絡する可能性があります。 

(3) 学校から連絡する際の電話連絡先を改めて確認してください。変更が

ある場合には、かならず学校に御連絡ください。 

(4) 学校ホームページや保護者メールからの情報を随時御確認ください。 

(5) 以上の取扱いは、感染者の行動歴、出席状況などに応じて変わります

のでご留意ください。 

 

連絡先：        札幌市立明園中学校 011-721-5305 

札幌市教育委員会保健給食課保健係 011-211-3841 



札幌市立園・学校の子どもの新型コロナウィルス感染症にかかる出席停止の基準

治癒するまでの間、出席停止①子ども本人に感染が確認された場合

②子どもと同居している者に感染が確認された場合

以下のうちいずれかの間、出席停止
・同居の患者が治癒してから14日を経過した日までの間
・同居の患者と同居しなくなった日から
14日を経過した日までの間

保健所からの健康観察期間が終了するまでの間
③子ども本人が、
保健所から濃厚接触者として指定された場合

症状がみられる者の症状が消失するまでの間
→医療機関で別の診断がついた場合は、その診断に従う

⑤子ども本人又は子どもと同居している者に、
発熱等の風邪の症状がみられる場合

出席停止にならない例（問い合わせが多い例）

・保護者の同僚に発症者がいる場合 など。

※⑤に該当する場合は除く

主治医や学校医に相談の上、登校を判断する⑥医療的ケアが日常的に必要な場合、基礎疾患等がある場合

２週間の自宅等での待機を経ていることを確認した上で、健康
状態に問題がない場合登校させてよい

⑦海外から帰国した場合

2020/９/14 札幌市の状況により変更します。

結果（陰性）が確認されるまで
④幼児児童生徒がPCR検査を受けることになった場合
※③に該当する場合は除く


